
1) 漢方薬の処方実態

医師1人あたりが処方する漢方薬の種類数について、
・種類数の平均は、8.5種類。
・種類数の多い診療科は、産婦人科と内科。それでも14種以下が全体の7割以上に上る。
・他の診療科では、9種以下が70-80％。整形外科では7割の医師が4種以下の処方。
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